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大規模アンサンブル実験による黒潮流路の確率予測

A probabilistic forecast of the Kuroshio current path variability using

an 80-member ensemble simulation.
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　数ヶ月先の黒潮大蛇行の発生の有無，発生確率，および，大蛇行強度は，黒潮流路変動の確率予測における

基本的推定量である。これらは，それぞれ，黒潮流路の従う確率分布の多峰性の有無，大蛇行に対応する分布

の確率，および，平均値と分散の組み，の推定問題と捉えることができる。 

 

　本研究では，この問題がガウス混合分布モデルの適用で一挙に解決できることを示す。同モデルは，教師な

し機械学習によるクラスタリング手法で，任意の確率分布を複数の分布に分解し，各分布の平均値，分散，お

よび，混合比（各分布が持つ重み）を推定する。これら３つの量は，それぞれ，系に特徴的なパターン（ある

いは強度），その不確定性，および，パターンの発生確率に対応する。さらに，分布の多峰性の有無は情報量

基準を用いて判定できる。 

　同手法を黒潮流路の確率予測に適用するため，黒潮域を対象とする数値海洋モデルを用いた80メンバーによ

るアンサンブル予測実験を行う。本実験では，現在継続中の大蛇行が起きる直前の期間に注目し，各メン

バーの数値解に対して，アンサンブルカルマンフィルター（LETKF）でデータ同化を行った後に4ヶ月間の予

測を行う。予測開始後のおよそ2ヶ月間は全てのメンバーが非大蛇行流路を取るが，その後，大蛇行流路を取

るメンバーが現れる傾向がある。発表時には，この予測値への混合分布モデルの具体的な適用方法と，適用結

果の詳細を示す。
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